
9.5mm角 ブラシレスモーター
コードレス ロングラチェットレンチ
取扱説明書
形　　名

SI-132R
SI-132R-1
10.8V
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安全上のご注意

コードレス ロングラチェットレンチ
　　　　　　　　　使用上のご注意

各部のなまえ

仕様

点検

用途

正しい使い方

　□充電のしかた

　□本体の使い方

お手入れ方法

（バッテリーパック２個付）

（バッテリーパック1個付）

●このたびは、この本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
●この商品を安全に正しく使用していただくために、お使いになる前にこの取扱説明書を
よくお読みになり十分に理解してください。
●お読みになったあとはいつも手元においてご使用ください。

輸入/販売元：

本　社 / 営業本部
〒175-0083 東 京 都 板 橋 区 徳 丸 1 - 2 0 - 1 7

TEL:03(3931)3171（代）FAX:03(3931)3178

検査合格

検

h t t p s : / / s i - m a r k . c o . j p
NAGOYA・OSAKA・FUKUOKA・SENDA I

改善のため、製品の機能および形状などは
予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。 25.03.

MADE IN CHINA



専用の充電器やバッテリーパックを使用する
他の充電器でバッテリーパックを充電しないで
ください。破裂して傷害や損傷の原因になりま
す。

充電器は定格表示してある電源で使用する
定格以外の電源を使用すると、異常に発熱し、
火災の原因になります。

取扱説明書に記載しているバッテリーパック以
外は充電しない
破裂して傷害や損傷の原因になります。

充電器は直流電流源やエンジン発電機および変
圧器類で昇圧している電源では使用しない
異常に発熱し、火災の原因になります。

専用の充電器やバッテリーパックを使用する 取扱説明書に記載のバッテリーパック以外は充電しない

充電器は定格で使用する 充電器は定格以外では使用しない

警 告

!

!

使用
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警 告

バッテリーパックは、換気の良い場所で充電する
充電中、バッテリーパックや充電器を布などで
おおわないでください。破裂や火災の原因にな
ります。

バッテリーパックは換気の良い場所で充電する

!

温度が０℃未満あるいは温度が40℃以上では
本体の使用およびバッテリーパックの充電は
しない
破裂や火災の原因になります。

温度が0℃未満あるいは40℃以上では
使用・充電はしない

バッテリーパックの端子間を短絡させない
くぎ袋などに入れると、短絡して、発煙、発火、
破裂などの原因になります。バッテリーパック
を単品で保管する場合は、端子間を絶縁して保
護してください。

バッテリーパックの端子間を短絡させない

使用時間が極端に短くなったバッテリーパック
は使用しない
バッテリーパックの液漏れ、発煙、破裂の原因
になります。

不意な始動は避ける
バッテリーパックを電動工具に差し込む前に、
スイッチが「OFF」であることを確かめてくだ
さい。また、スイッチに指をかけて運ばないで
ください。不意に始動し、けがの原因になりま
す。

指定の付属品や先端工具の取りつけ、取りはず
しは、バッテリーパックを本体から抜いて行う
バッテリーパックを抜かないと、不意に始動し、
けがの原因になります。

バッテリーパックの液が目に入ったら、すぐに
きれいな水で充分洗い、医師の治療をうける
失明の原因になります。

使用しない、または、点検、修理する場合は、
電動工具のスイッチを「OFF」にして、バッテ
リーパックを本体から抜く

バッテリーパックを火中に投入しない
破裂したり、有害物質が発生する原因になりま
す。

バッテリーパックを本体から抜く

バッテリーパックを火中に投球しない

バッテリーパックを本体から抜く

2 3



電動工具やバッテリーパックを温度が50℃以上
に上がる可能性のある場所（金属の箱や夏の車
内など）に保管しない
バッテリーパックの劣化、火災の原因になりま
す。
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先に電動工具として共通の注意事項を述べましたが、コードレス ロングラチェットレンチとてさら
に次に述べる注意事項を守って下さい。

コードレス ロングラチェットレンチ使用上のご注意

バッテリーパックの端子を雨や水にぬらしたり
しない
感電の原因になります。

バッテリーパックの端子を雨や水にぬらさない
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コードレス ロングラチェットレンチ使用上のご注意（つづき） 各部のなまえ

●専用充電器　SI-DC12JP07-C15 ●バッテリーパック　SI-B1212LA

SI-132R（2個）

SI-132R-1（1個）

9.5mm角アンビル

左右回転切替レバー
（リバースレバー）

LEDライト

トリガー

バッテリーパック

ソフトラバー

●キャンバスバッグ

トリガー
ロックスイッチ
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仕　様

点　検

□本　体

□購入したとき
●輸送の途中で損傷した箇所がないか。
●形名は、ご注文通りのものか。
●付属品が全部そろっているかどうか。万が一、不具合な点がありましたらお買いあげの販売店へ
　ご連絡ください。
□仕様するとき
●本体、付属品に損傷した箇所がないか。
●充電器のコードに損傷した箇所がないか。
●ネジやボルトのゆるみ、脱落がないか。
●組立、接続が正しく行われているかどうか。万が一、不具合な点がありましたらお買いあげの販
　売店へご連絡ください。

用　途
●ボルト脱着

差 込 角
モ ー タ
電 池
電 圧
回 転 速 度
外形寸法（長さ× 幅 × 高さ）
質 量

9.5mm角
直流ブラシレスモーター

リチウムイオン電池／容量2.0（Ah）
DC 10.8（Ｖ）
0 ～ 450（min－1）
413×54×68（mm）

1.53（kg）
※改善のため、仕様などを予告なく変更する場合があります。

□充電器（SI-DC12JP07-C15）
入 力 電 源
出 力 容 量
充 電 時 間
外形寸法（長さ× 幅 × 高さ）
質 量
コ ー ド 線 の 長 さ

AC100-240V　50-60（Hz）　30W
12.6V　　1.5A
約90（分）（満充電）

115 × 100 × 54（mm）
0.26（kg）
1.8（ｍ）

※改善のため、仕様などを予告なく変更する場合があります。

※バッテリーパック含む

※バッテリーパック含む

---

バッテリーパック

バッテリーパックの取外し：
バッテリーパックの両側にある
ボタンを同時に押して取外します。

充電器

電源コード

緑色指示灯
赤色指示灯

①バッテリーパックの取りつけ、 取りはずし方
●取りはずすときは、本体とバッテリーパックを
しっかり持ち、バッテリーパックの押しボタン
を押しながら抜いてください。
●取りつけるときは、バッテリーパックを本体に
“カチッ”と音がするまでしっかりと差し
込んでください。　　　　　　　　　　　
強く引っぱって抜けないことを確認してく
ださい。
②充電器の差し込みプラグをコンセントに差
し込んでください。　　　　　　　　　　
緑色のランプが点灯します。
③バッテリーパックを図のように正しい方向に向
けて充電器に差し込んでください。赤色の
ランプが点灯し、充電が開始されます。

警　告
●周囲温度0℃～40℃の範囲内でご使用く
ださい。
●エンジン発電機から電源をとって充電を
しないでください。
●充電後は差し込みプラグをコンセントか
ら抜いてください。
●３パック以上、連続充電する場合は、
一度、冷やしてください。
●バッテリーパック挿入口に異物が入らな
いようにしてください。
●異常が発生した場合は、直ちに使用を
中止し点検、修理をご依頼ください。
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電源コード

バッテリーパック

緑色指示灯
赤色指示灯

充電器

④充電が完了すると、緑色のランプが点灯し
ます。
※充電時間は周囲温度やバッテリーパックの
状態により長くなる場合があります。
⑤充電器からバッテリーパックを取りはず
し、差し込みプラグをコンセントから抜い
てください。　　　　　　　　　　　　　
バッテリーパックを取りはずすときは、
バッテリーパックの押しボタンを押しなが
ら取りはずしてください。無理にはずす
と、破損の原因になります。

警　告
●バッテリーパックと充電器の接点部を一
致する方向に向けてバッテリーパックを
充電器に差し込んでください。　　　　
方向をまちがえて差し込むと充電器の接
点部が変形したり、破損する原因になり
ます。

注　意
●使用後の電池容量が少ない状態で放置し
ないでください。
●満充電状態のバッテリーパックを再度充電
しないで下さい。
●長期間（3カ月以上）保管するときは満充電
にして保管してください。電池残量が少ない
状態で保管するとバッテリーパックが劣化
し、使用時間が著しく短くなったり、充電でき
なくなる恐れがあります。

・バッテリーパックの故障、電池の寿命、充電器の異常

①トリガーの操作
●トリガーを握ると（「ON」）になり、はなすとブ
レーキがかかり、回転（運転）が停止（「OFF」）
します。　
②トリガーロックスイッチ
●トリガーロックスイッチを
トリガー側にスライドする
とトリガーがロックされま
す。
③左右回転切替レバー
●バッテリーパックを装着する前に、リバース
レバーが正・逆回転回転のどちらかになって
いるか、インパクトソケットを装着したまま
で回して確認してください。

注　意
● バッテリーへの熱の発生を防ぐ為に
 　作業時は無理な負荷をかけないでく    
　 ださい。

注　意
● ソケットの取り付けおよび取り外し
を行うときは、必ずバッテリーパック
を外して下さい。

反復動作

ボルト

このツールはラチェット機構を内蔵してい
ますので、締め付け後、及び緩める時はハン
ドツールと同様に初期作動は手動で行って
下さい。

正(右)回転で使用する時は Ⓕ マークを矢印方向に、
逆(左)回転で使用したい時 Ⓡ マークを矢印方向に
回して下さい。

逆(

左)

回
転
時

正(

右)

回
転
時

Ｒ マークは逆(左)回転 Ｆ マークは正(右)回転

FR

左右回転切替レバー
（リバースレバー）

トリガー

トリガー
ロックスイッチ

バッテリーパック

ロック

トリガー

フリー

使用前にトリガー
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お手入れ方法

電源コードを抜く

●バッテリーパックは充電された状態ですか。
●バッテリーパックは本体の奥までしっかりと差し
込んでありますか。
●バッテリーパックと本体の接点部にゴミが付着し
ていませんか。
●正逆切換ボタンが中央の位置になっていません
か。
●無理な使用をしていませんか。
●ソケットがはずれかかっていませんか。
●入力電源はAC100Vのコンセント以外のものを使
用していませんか。
●充電器とバッテリーパックの接点部にゴミが付着
していませんか。
●バッテリーパックが熱くなっていませんか。　　
熱い場合は一度冷やしてから充電してください。
●充電器の赤色のランプが点滅していませんか。ま
たは緑色のランプが点灯したままになっていませ
んか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
充電異常またはバッテリーパックの故障または寿
命が考えられます。　　　　　　　　　　　　　
接点部の汚れや端子の曲がりにより接触が悪く
なっていないか点検のうえ、再度充電してくださ
い。

このようなときは
スイッチを入れても回転しない

モータが加熱する
しめつけ時の振動が大きい
充電しない

点検していただくこと

上記を点検し、異常がある場合はただちに使用を中止し、本体およびバッテリーパック
と充電器のセットでお買いあげの販売店にお持ち込みください。

□□その他の異常

本機の修理はご自分でなさらないで、お買いあげの販売店または弊社営業所にご依頼く
ださい。
修理の知識や技術のない方が修理されますと、十分な性能を発揮しないだけでなく、事
故やけがの原因になります、

□修理のときは

修理を依頼される前に、つぎのことを点検してください。

故障かな？と思ったときは
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Memo


